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  ・児童サービスの実施状況 




























































































































































































































































































































































































ナー設置は調査開始の 1957 年では 29.8％ 
（725館中 216館）であったのが、1971年度














































立の専任司書･司書補で平均 8.6 年（13.6 年）、
市区町村立の専任司書･司書補で平均 11.5 年
（10.4 年）、児童担当通算年数は、都道府県立
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